
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

当
時
の
木
材
業
界
で
は
も
ち
ろ
ん
日
田
郡
木
竹
商

組
合
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
が
、
設
立
当
時
の
規
約
な
ど
が

残
っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
詳
細
を
し
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

し
か
し
、
明
治
三
十
年
一
月
四
日
「
前
条
各
自

盟
約
の
証
拠
と
し
て
左
に
姓
名
を
自
記
調
印
す
る

も
の
也
」
と
し
た
日
田
郡
木
竹
商
営
業
者
組
合
規

約
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
推
測
し
て
も
、
組
合

は
業
界
に
と
っ
て
現
代
の
感
覚
で
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
、
権
威
の
あ
る
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

組
合
規
約
で
は
日
田
材
の
規
格
、
品
質
は
も
ち

ろ
ん
組
合
員
の
信
用
維
持
に
対
し
て
ま
で
も
厳
し

い
規
制
を
設
け
て
い
る
。

〈
次
号
へ
続
く
〉

☆
第
１
回
販
売
会
議

当
組
合
の
主
催
に
よ
る
第
１
回
販
売
会
議
を
7

月
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

製
品
共
販
部
門
で
は
、
宮
﨑
課
長
よ
り
販
売
状

況
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
が
、
時
間
の
都
合
に
よ

り
書
面
に
て
報
告
と
し
ま
し
た
。

恒
例
の
講
話
で
は
、
服
部
副
市
長
の
ご
紹
介
に

よ
り
、
ナ
イ
ス
㈱

脱
プ
ラ
・
木
質
化R

＆D

セ
ン

タ
ー
青
木
良
篤
（
よ
し
の
り
）
氏
を
お
迎
え
し

「
ス
ギ
大
径
材
を
活
用
し
た
素
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・

需
要
創
造
」
と
題
し
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ナ
イ
ス
㈱
と
言
え
ば
、
製
品
流
通
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
唯
一
の
製
品
開
発
部
門
と
い
う

事
で
し
た
。

開
発
製
品
は
、
表
層
圧
密
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
「G

y
w

o
o
d

」
で
、
全
体
的
に
圧
密
行
う
全
体
圧
密
技
術
と

は
異
な
り
、
表
層
部
を
特
に
高
密
度
化
し
、
内
層

部
は
そ
れ
ほ
ど
高
密
度
化
し
な
い
、
ス
ギ
な
ど
の

ソ
フ
ト
ウ
ッ
ド
が
持
つ
特
徴
を
活
か
し
た
製
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
各
地
で
の
ス
ギ
材
を
対
象
に
製
品
化
し
て

お
り
、
日
田
ス
ギ
の
大
径
材
の
利
用
も
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

☆
木
材
製
造
業
安
全
衛
生
管
理
研
修
会

西
部
地
域
林
材
業
労
働
安
全
対
策
協
議
会
（
会

長

瀬
戸
亨
一
郎
）
と
当
組
合
の
共
催
に
よ
る
研

修
会
が
７
月
９
日
㈫
午
後
１
時
30
分
よ
り
当
組
合

2
階
で
開
催
し
組
合
製
造
業
社
他
27
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
と
し
て
瀬
戸
会
長
が
労
働
安
全
の

大
切
さ
等
に
つ
い
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
労
働
災
害
に
つ
い
て
」
令
和
５
年

度
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
の
報
告
を
、
林
業
・
木
材

製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

安
全
管
理
士
の
石

川
幹
靖
氏
よ
り
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
留
意
点
と

し
て
、
安
全
管
理
体
制
や
安
全
教
育
の
実
施
、
無

資
格
作
業
の
防
止
、
工
場
内
の
安
全
作
業
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
等
の
荷
役
作
業
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
日
田
労
働
監
督
署

監
督
官

井
俣
潤

哉
氏
よ
り
「
木
材
製
造
業
の
関
係
法
令
に
つ
い
て
」

講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
衛
則
101
条

原
動
機
、
回
転
軸
な
ど
に
よ
る

危
険
の
防
止
。
安
衛
則
107
条
第
1
項

掃
除
等
の

場
合
の
運
転
停
止
等
の
説
明
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
る
事
故
の
型
別
死
亡

災
害
の
発
生
状
況
な
ど
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
分
県
西
部
地
域
林
材
業
労
働
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
労
働
安
全
な
く
し
て
林
材
業
の
発
展
は
な
し
」

「
無
事
故
で
叶
え
る
西
部
地
域
の

林
材
業
ブ
ラ
ン
ド
」

☆
組
合
所
有
林
視
察

木
協
の
所
有
す
る
天
ヶ
瀬
本
城
山
林
と
前
津
江

山
林
の
視
察
を
6
月
1
日
㈯
に
役
職
員
に
て
行
い
、

山
林
現
場
に
て
図
面
で
の
全
景
・
位
置
・
境
界
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

天
ヶ
瀬
本
城
山
林
は
全
面
積
13
㏊
で
そ
の
内
約

10
㏊
を
平
成
27
年
に
間
伐
し
て
い
ま
す
。

前
津
江
山
林
は
全
面
積
20
㏊
で
、
そ
の
内
約
6

㏊
が
平
成
16
年
の
台
風
に
よ
り
、
再
造
林
し
て
い

ま
す
。
残
り
14
㏊
の
内
約
6
㏊
を
令
和
3
年
に
間

伐
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
恵
良
土
場
を
視
察
。
リ
サ
イ
ク
ル
業
社

と
現
地
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

☆
お
知
ら
せ

◯
第
9
回
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー

木
質
材
料
や
構
造
設
計
等
を
学
び
、
多
様
な
中

大
規
模
の
木
造
建
築
を
習
得
を
目
的
と
し
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
設
計
や
中
大
規
模
の
木
造
建
築
物
の

設
計
を
手
掛
け
る
こ
と
に
興
味
と
意
欲
の
あ
る
県

内
外
の
建
築
設
計
者
・
木
材
産
業
人
を
対
象
に
、

専
門
講
師
に
よ
る
実
践
的
な
座
学
を
行
い
ま
す
。

第
1
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
は
9
月
3
日
13
時
よ
り

開
講
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
、
木
材
関
係

者
の
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
鹿
児
島
大
会

第
58
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
が
、
10
月
31
日

㈭
、
鹿
児
島
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

九
州
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
員
一
同

で
参
加
し
ま
す
。
組
合
員
の
方
々
で
参
加
希
望
の

方
は
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
旅
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
木
協
に
て
負
担
い
た
し
ま
す
。

◯
令
和
六
年
度

木
づ
か
い
促
進
事
業

新
築
は
木
材
の
樹
種
別
使
用
量
に
よ
り
補
助
が

加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
木
材
明
細
書
の
作
成
に
あ

た
り
、
樹
種
別
に
材
積
の
計
を
記
載
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

７
月
31
日
迄
の
受
付
状
況
は
、

◯
新

築

32
棟

（
予
定
75
棟
）

◯
リ
フ
ォ
ー
ム

98
棟

（
予
定
160
棟
）

◯
災
害
立
て
替
え

0
棟

（
予
定
10
棟
）

◯
災
害
修
繕

0
棟

（
予
定
30
棟
）

〇
初

盆

（
組
合
員
事
業
所
）

故

人

事
業
所

瀬
戸
波
留
子

様

瀬
戸
製
材
㈱

宮
崎

幸
男

様

㈱
ヤ
マ
ミ
ヤ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

横
山

益
美

様

㈱
ネ
ク
ス
ト
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